
問１ ある病院における、過去１年間の患者数の状況は以下の内容であった。当病院の

医療法上における必要医師数を計算しなさい。 

 

１日あたり在院延べ患者数 

 一般病棟  ２７２人 

 療養病棟  １４４人 

 外来患者数 ３２０人 （この中には、耳鼻咽喉科・眼科の患者はいない） 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２ 問１の病院でさらに１ヶ月間（３０日）の、一般病床における入・退院患者数を

調べたところ以下のようであった。１日あたり在院延べ患者数が問１と同様とした場合、

当月の一般病棟における平均在院日数を計算しなさい。 

 

  入院患者数：５４４人 

  退院患者数：５３６人 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３ また、上記病院の一般病棟においては７：１看護を算定している。過去１年間の

一般病棟入院患者数は平均で２７２人であった訳だが、７：１看護を算定するために必

要な一般病棟の１日に出勤すべき看護職数を計算しなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 収益改善演習問題 平成２５年度「医業経営実務講座」  



問４ ある病院に於ける、過去１年間の患者数１日平均は各病棟につき以下のようであ

った。 

   
  

各病棟における、１日に最低出勤すべき看護職の数と、病棟運営に必要な看護職配置

数を計算すること。（計算の際、夜勤平均７２時間を考慮すること、また看護職の年間

休日は１２１日とする） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５ 回復期病棟では、リハビリに重点を置く方針から、充実加算を取得したいと考え

ている。その際、回復期病棟における、１日に最低出勤すべきセラピストの数と、病棟

運営に必要なセラピスト配置数を計算すること。（計算の際、ＰＴ、ＯＴ、ＳＴの区分

を行う必要はない。また充実加算の条件は患者１人あたり６単位のリハビリを実施する

こと、また、セラピストは１日１８単位のリハを実施するものとする、休日数は看護師

と同様） 

 

病棟種別 看護基準 １日平均患者数

一般病棟（１病棟編成） ７：１ 21

回復期病棟（１病棟編成） １５：１、３０：１ 24


